
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

現在インフルエンザ検査は綿棒ぬぐい液による抗原検査が主流です。しかし実際の診察の現場で

は「鼻
はな

の検査
け ん さ

はいや!!」「またぐりぐりするの？」など、検査は子ども達にとって大きな負担になっ

ています。 

今回導入した nodocaは、咽頭画像と体温や自覚症状を AI が解析しインフルエンザに感染して

いるかどうかを判定できる新しい検査方法です。利点として、痛みが少なく患者さんの負担が軽減

され、また判定結果も判定開始から数秒〜数十秒でわかることや、発熱早期に関しては抗原検査よ

りも精度が高いという点が挙げられます。お子さんに合った検査方法として、選択肢の一つに入れ

ていただきたいと思います。 

 
 
 

検 査 適 応 

✓ ６歳以上 

✓ 口を大きく開けることができること 

 

 

 
 

注意していただきたいこと 

✓ インフルエンザウィルスのA型B型の区別は出来ません 

✓ 同時に新型コロナや他の感染症の検査は出来ません 

✓ 検査の精度は１００％ではなく約８０％ですが、従来の 

綿棒を使用した抗原検査と比べても劣ることはありません

 

を導入しました 

AI 搭載インフルエンザ検査医療機器 

このカメラでのどを 

撮影します 

新しいインフルエンザ検査について 

問診入力 

診察時に検査を行うか 

相談しnodoca 用の 

問診を入力します 

１ 診断結果 

診断結果を一緒に 

確認します 

３ のどの撮影 

大きく口をあけて 

専用カメラで撮影 

します 

２ 

診断判定まで数十秒! ! 

痛みが少ない検査です!!  

３ Step!!  

簡単  

※当該検査は保険適応です 

医療証お持ちでない場合、約９２０円のご負担となります 


